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西東京市議会の 　市議会は、年４回（３月、６月、９月、12 月）開かれる定例会と、特定の案件について
必要に応じて開かれる臨時会があります。
　ここでは、西東京市議会の2025年の主な活動をまとめました。

物価高騰の影響を受けている市民
生活を支援するための補正予算を
可決しました
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12 月議会の内容をお伝えします



議長を除く27人の議員が、
市政全般について
市長や教育長などに、
様々な角度から質問しました。
質問者がまとめた内容を、質問順に掲載します。
全文は後日、会議録に掲載されます。
公開予定は8面をご覧ください。

一般質問から一般質問から

本会議中継QRコード
次の定例会の中継が公開されると、
視聴は終了します

動画視聴は
ここから！

副校長盗撮事件、加害者臨床研修を
問　市立小学校副校長が盗撮をし逮
捕された。加害者臨床の専門家によ
ると、盗撮犯のほとんどが性欲のモ
ンスターではない普通の人々で、盗
撮の緊張感が日々のストレスを一時
的に遠ざける強い刺激となり依存し
てしまうという。そこで加害者の心
理状態を知り、自らのストレスに打
ち勝つ教育研修を実施すべきだ。
答　被害を防ぐ視点から加害者の心
理を知っておく必要がある。教員が
学ぶ機会を今後検討する。
妊娠期からの児童虐待防止支援を
問　こども虐待死亡事例等検証結果
第21次報告では１週間に約１人の子
どもが虐待・心中により死亡し、０
歳は年33人、０歳０日虐待死は年16
人と報告された。妊娠・出産・子育
てを切れ目なく支援する子ども家庭

センターでは悩みを抱える妊婦がア
クセスしやすい匿名相談等の体制を。
答　匿名での相談も受け付ける。個
人情報の提供にちゅうちょするケース
があるので丁寧に対応し、安心して
相談できる体制となっている。
待ったなし下保谷三丁目溢水対策
問　集中豪雨で溢水が頻発する下保
谷三丁目には、具体的対策が必要だ。
答　新規雨水抑制対策を検討する。

市立小学校副校長の盗撮事件―教員が自ら
のストレスに向き合い打ち勝つ研修が必要だ

無所属　納田　さおり（のうだ　さおり）

問　企業誘致に関して市の見解を問う。
答　積極的な企業誘致の考えは持ち
合わせていない。
問　今後、市税収入に関しては、法
人税よりも住民税がかなりのウエイ
トを占めると思うが市の見解を問う。
答　市税だけではなく国や東京都の
補助金など、財源の確保に努めてま
いりたい。
問　外来動植物の増加について、市
での対応状況について問う。
答　啓発に努めるとともに、東京都
や区市町村とも連携しながら対策に
努めていく。
問　市内に貼られている政治ポス
ターで、劣化しているものは汚らしく
どうにかならないかという声がある
が、市で対応できないものか問う。
答　市で剥がすことは行っていない。

問　学校給食調理で給食調理セン
ター方式を取り入れている所もある
が、本市の今後の在り方について問う。
答　全校自校方式を目指していく。
問　子ども食堂に対する批判が出て
いるが、市は子ども食堂の取組をど
のように考えているのか問う。
答　食事を取りながら交流を行う場
であり、孤食を防ぎ、地域の子ども
たちの居場所の１つである。

無所属　下田　純一（しもだ　じゅんいち）

子育て施策について
問　少子高齢化が進むと具体的に市
民生活にどのような影響が及ぼされ
るのか。
答　人口減少により財政悪化、行政
サービス低下やインフラ維持困難が
懸念される。
問　市では、出生数・出生率の具体
的な目標設定をしているのか。
答　第３次総合計画で合計特殊出生
率を「上げる」としている。
意見　上げるとはどの程度のことを
指すのか。数値目標がなければ、各
種、子育て施策の適正な効果検証を
することができない。具体的な数値
目標を求める。また、物価高騰の中、
若者世代の婚姻や第一子を持つこと
への経済的負担が大きい。若者の生
活基盤の安定、住宅、雇用、結婚支
援について具体的な施策を考え、総

合計画に掲げている目標値を達成で
きるよう取り組んでほしい。

地域医療について
問　物価高騰や人件費、資材の高騰
により、地域の医療施設の経営状況
が悪化している。周辺市でも独自の
支援策を講じている市もある。市の
見解は。
答　全国的課題として認識している。
国・都の動向を注視していく。

具体的な子育て施策を
安心して通える地域医療体制を
維新・国民民主　鈴木　ゆうま（すずき　ゆうま）

問　ごみ出し多言語化対応として、
冊子配布、アプリでの多言語化対応
の利用状況は。多言語化対応冊子・
アプリでは英語、韓国語、中国語に
対応しているが、使用言語としては
該当しない国籍の住人も相当数いる。
英語、韓国語、中国語以外の言語の
住民へのごみ出し、収集の周知方法は。
答　外国人向けごみ出しルールの多
言語対応について、本市への転入時
等に冊子配布を行っているほか、西
東京市ごみ分別アプリについては、
令和７年11月１日時点で外国人を
含め約７万件弱のダウンロード数が
ある。
　英語、韓国語、中国語以外の言語
への対応については、これまで御相
談をいただいた際には、翻訳機能を
活用して個別にポスターを作成、掲
示したケースや、写真やイラストを使

いながら視覚的に捉えることができ
るポスター掲示等を実施したケース
など、案件ごとに柔軟に対応を行い
ながら適正なごみの排出につなげて
きたところである。
　引き続きごみの適正な排出につ
なげる周知啓発を行うなど、循環
型社会の構築に向けた取組を推進
していく。

市の今後の未来について。
また、子ども食堂に対する市の考えは？ 家庭用ごみ出しルールの周知について

無所属　長井　秀和（ながい　ひでかず）

平和教育の推進
問　地域の歴史を伝え、対話を重視
した平和教育を積極的に行うべきだ。
答　副読本への掲載を含め、内容の
充実に向け調査研究を進める。
ＧＩＧＡスクール端末の利用制限

問　新型タブレット導入に合わせペ
アレンタルコントロール＊を導入せよ。
答　今回の東京都の共同調達端末に
は、該当する機能が含まれていない。

シティプロモーションと観光
問　アニメや歴史などの観光資源を
活用し、観光担当の設置を。
答　広報プロモーション課を新設し、
全庁横断的な体制を整えた。
問　寄贈されたデザインマンホール
を活用しマンホールカードの発行を。
答　デザインマンホールを地域振興
のためにどう活用できるか検討する。

防災（災害対応車両・非常用電源）
問　災害時移動・即用可能なトレー
ラーハウスやコンテナホテル活用を。
答　国制度活用で連携先を確保する。
問　避難所となる学校等へのオフグ
リッド＊電力システムの整備を求める。
答　建て替えに合わせ検討する。

ごみ減量と資源リサイクル
問　レジ袋削減のためスーパー等の
レジで指定ごみ袋の「１枚売り」を。
答　課題があり、引き続き研究する。

地域の歴史を伝え、平和教育の推進を！
災害対応車両活用と避難所の電源確保を！
維新・国民民主　山崎　英昭（やまざき　ひであき）

▲西東京市ごみ分別アプリ

令和8年（2026年）2月15日 第113号 2

＊ペアレンタルコントロール　保護者が子どもの端末やサービスの利用に制限をかけるもの。
＊オフグリッド　電力会社の送電網（グリッド）につながっていない状態、あるいは電力会社に頼らずとも電力を自給自足している状態のこと。



震災用井戸のＰＦＡＳ調査について
問　５か所の震災用井戸でＰＦＡＳ
の国の指針値を超過した。また、７
か所の井戸がポンプの故障等で計測
できなかった。今後の対応は。
答　継続した調査を検討する。故障
した井戸は廃止を含め検討する。井
戸は生活用水として活用する。
意見　災害時は１人500㎖の水しか
配布されない。地震などで送水管が
破断すれば水は供給できない。浄水
器を設置し飲用できるよう備えるべ
き。故障井戸は廃止すべきではない。
保谷庁舎の敷地活用について

問　西東京あそび場計画共同体が選
定された。無料の居場所や遊べるス
ペースは施設内に確保されるのか。
答　利用料は発生する。
問　質問に答えていない。公有地で
行政がお金のある子とない子で格差

をつけることにどう考えるのか。
答　市の計画に沿ったものだ。
意見　年間貸付収入654万円があれ
ば利用料の補助も無料のスペースも
作れる。それができなければ見せか
けだけの「子どもど真ん中」だ。

その他の質問
◇学校のトイレの改善
◇重度障害者の支援
◇教員の不祥事

故障した震災用井戸は廃止ではなく大災害に
備え浄水器設置で飲用水として活用すべきだ

日本共産党西東京市議団　大竹　あつ子（おおたけ　あつこ）

働くことを軸とする安心社会について
問　将来に希望が持てる、働くこ
とを軸とする安心社会を築くために、
地方自治体として何をすべきか。
答（市長）　多様な働き方ができる職
場環境の整備など雇用の確保及び働
き方改革に関する取組を支援する。
高齢者への包括的支援について

問　年金の支給額が僅少な高齢者や
年金の支給がほとんどない高齢者へ、
市はどのような支援ができるか。
答（市長）　ひとり暮らしの高齢者や
夫婦のみの高齢世帯が安心して暮ら
し続けるために、地域包括支援セン
ターで状況をお聞きし、適切な関係
部署や機関につないでいる。

子どもの睡眠障害について
問　睡眠障害は不登校の原因とも言
われているが、睡眠障害という病気
であると気づかない人が多い。小・

中学生や保護者を対象とした講演会
の実施を検討できないか。
答（教育長）　小児の睡眠不足や睡眠
障害が継続すると、様々な病気の発
症リスクを高めるなど、症状を増悪
させる危険性があると認識している。
学校公開などの際に親子で共に学べ
る講演会を開催するなど、校長会で
協議の上、検討していく。

高齢者への支援を充実させよ！
子どもの睡眠障害は不登校の原因となる！

立憲民主党　森　しんいち（もり　しんいち）

加齢性難聴の補聴器購入補助
問　都は来年度までに全域で補助を
実施としているが、本市の予定は。
答　来年度以降に市の独自対応を含
め実施予定。
意見　本市では、購入費用の助成だ
けでなく、アフターフォロー等丁寧に
構築される様子である。期待する。
来年度開始のこども誰でも通園制度
問　本市の具体的実施概要を伺う。
答　実施について現在調整中。着実
に実施できるよう情報収集に努める。
意見　来年度開始なのに、国・都か
らの制度説明不足で基本的なことも
まだ決まっていないのは心配。大人
の利便性のみに走らず、子どもの最
善の利益のための制度になるよう再
検討を求める。
石神井川上流地下調節池本工事開始
問　本工事開始に関する情報を伺う。

答　都議会での議決を経て工事請負
契約を締結後、工事説明会を開催し、
着工と聞いている。
意見　武蔵野北高校の地下をトンネ
ル工事が通るのに、生徒・保護者に
説明がない。都は無責任だ。東伏
見小の前にも立坑を造る。シールド
工法は陥没も起きている。市民の不
安払拭と事故を発生させないために、
市は毅然とした態度で都に対応を。

加齢性難聴の補聴器購入補助に期待する。
こども誰でも通園制度は利便性に走るな。

日本共産党西東京市議団　やまき　明美（やまき　あけみ）

学校の安全と教育環境
問　市内公立小学校の副校長が盗
撮容疑で逮捕された。性加害は加害
者が大人だけでなく、児童生徒間で
もあり得る。包括的性教育＊やいじめ
防止対策のネットリテラシー教育を
今度どのように強化するのか伺う。
答　ＧＩＧＡワークブックとうきょう＊

などを活用し、各学校に指導する。
保谷庁舎敷地　２階建て屋内遊び場
問　施設利用料が発生する見込みで
あるとのことだが、補助やクーポン
の発行は検討しているのか伺う。
答　現時点では対応は難しい。
意見　経済的な理由で行けないなど
疎外感を持つ子どもがいないよう校
外学習で取り入れるなど工夫を。

聴覚障害者支援
問　庁舎窓口や障害者総合支援セン
ターフレンドリーへの遠隔通訳サー

ビス、電話リレーサービス＊、ＵＤトー
ク＊などタブレット端末や透明ディス
プレイ等の通訳ツールの設置状況は。
答　電話リレーサービス等を利用で
きるタブレット等は、市庁舎及び障
害者総合支援センターフレンドリーと
もに設置していない。

その他の質問
◇高齢者のつながり支援
◇新図書館構想と居場所づくり

〜聴覚障害者支援〜庁舎窓口にデジタル技術
の導入で相談しやすい優しい窓口にすべき！

立憲民主党　菅原　みほ（すがわら　みほ）

▲�全天候型あそび場施設イメージ図

問　日本共産党西東京市議団のもと
にも、物価高騰に苦しむ市民からの
声が多く寄せられている。物価高騰
が市民生活に与えている影響の認識
と、市としてできる対策は。
答　長引く物価高騰により、市民も
事業者も、様々な影響が出ている。
国からの交付金の拡充が示されてお
り、他自治体の事例も参考に、でき
るだけ早く支援策を実施したい。
意見　国からの交付金に加えて、市
の一般財源や基金からの財源投入等
も積極的に検討するべき。

2026年度予算編成方針
問　次年度に向けた予算編成方針で
は、市の厳しい財政状況が随所で強
調されている。「財政調整基金の繰入
に頼らない財政運営を目指す」と記
述があるが、繰入れをしないという
ことか。

答　過度な繰入れに頼らないことが
基本。具体的な繰入額は、予算編成
作業の中で精査したい。
意見　現状では、本来は国が出すべ
き予算を自治体で負担している施策
も多くある。そのことを踏まえて、国・
都への要望を強めるとともに、広い
視野を持って、住民福祉向上のため
に、やるべきことはしっかりと予算化
をしていく姿勢が必要だ。

物価高騰と市民生活　市ができる対策は
厳しい財政状況でもやるべきことは予算化を
日本共産党西東京市議団　中村　すぐる（なかむら　すぐる）

問　長崎市では平和教育の基本方針
や目指す子ども像を明確に示し、副
教材や研究授業も充実し、主体的な
学びが進んでいる。本市にも模擬原
子爆弾投下という独自の歴史があり、
副教材への記載や「まちなか先生＊」
での学習など、学校教育への取組を
検討すべき。平和教育の目標設定と、
本市の歴史を生かした学習導入につ
いて見解は。
答　今後も平和学習の工夫を進め、
内容は社会科副読本作成委員会で協
議する。また、郷土資料室の展示を
充実させ、｢まちなか先生｣ や社会
科見学等に生かしていく。
問　昨今の教職員の盗撮等の事件を
受け、児童生徒の着替え環境と教職
員の私用スマートフォンの扱い対応は。
答　着替えは各校の実情に応じ、カー
テン等での区分や更衣室の活用など、

人権に配慮して実施している。私物
端末は、私物カメラ禁止等既存の校
内ルールの事例を共有し、対応を徹
底している。文科省通知を受け、７
月に全校で研修と点検を実施し、11
月の都教委通知も即日共有した。

その他の質問
◇ＰＲ親善大使
◇ＹｏｕＴｕｂｅチャンネルの収益化
◇いこいーなのブランド化

自分の言葉で語れる「平和学習」について
学校現場の不祥事防止について

立憲民主党　千間　いずみ（せんま　いずみ）

▲�社会科副読本　
　「わたしたちの西東京市」

▲�震災用井戸の看板

▲�地域包括支援センターのリーフレット

令和8年（2026年）2月15日第113号3

＊ 包括的性教育　身体や生殖の仕組みだけでなく、人間関係や性の多様性、ジェンダー平等、幸福など幅広いテーマを含む教育のこと。　＊ GIGA ワークブックとうきょう　情報モラルと情報活用を学ぶための教材。
＊ 電話リレーサービス　聴覚や発話に困難のある人（聞こえない人）と聞こえる人との会話を、通訳オペレーターが手話・文字と音声を通訳することにより、電話で双方向につなぐサービス。
＊ UD トーク　音声認識技術を使って会話や音声をリアルタイムで文字に変換するアプリ。
＊ まちなか先生　子どもたちと地域住民との交流、地域で活動している方々の学習成果の還元等を目的とし、地域と学校が連携・協働しながら、学校を核とした地域づくりを目指す取組。



田無庁舎のバリアフリーについて
問　田無庁舎入口は正面、側面、裏
口、すべてが坂であり、移動に不安
を感じる方からの声を多数いただい
ている。傾斜の解消、平坦なアクセ
スの確保、適切なスロープや手すり
の設置を求めてきたが検討状況は。
答　現在、庁舎の１階と２階いずれ
の出入口へ向かう場合も勾配がある。
転倒防止用の滑り止めテープを貼る
など、来庁者の利便性や安全性を考
慮し、対応してきた。すべての市民
にとって、やさしい公共空間づくりを
目指し、誰もが使いやすい公共建築
物となるよう必要な対応を図る。
意見　今この瞬間、困っている方が
存在するという事実をどう受け止め、
どう行動するかが、自治体の真価だ。
田無庁舎は行政の中心であり、市の
顔であり、誰もが安心して訪れるこ

とのできる場所でなければならない。
是非とも改善の検討をお願いする。

その他の質問
◇オンラインカメラの危険性
◇点字図書館
◇介護職の復職支援研修
◇事業承継
◇市の知名度
◇教員の働き方
◇中学校における柔道の授業

誰もが安心して訪れることのできる
優しい市役所の入口づくりを

自由民主党西東京市議団　佐藤　大介（さとう　だいすけ）

問　西東京ふるさと探究学習の在り
方、進め方は。
答　地域を学習材とし、児童生徒が
自ら課題意識を持って学ぼうとする
姿を引き出し、地域への愛着を持つ
ことができる学びの実現に向け、将
来にわたりその姿勢を持ち続ける基
礎をつくる。得られた成果や課題を
踏まえ、次年度に生かすサイクルを
確立する。児童生徒が日常生活や社
会に目を向け、自らの課題や疑問に
基づき課題を設定、情報の収集を行
い、整理・分析、まとめ、表現する
ことで新たな課題意識が生まれ、次
の課題解決に向かっていくことを繰
り返し、学びが深まっていく。総合
的な学習の時間に育成する資質・能
力である、よりよく課題を解決し、
自己の生き方を考えていく力を育む
ため、探究的な学習の過程における

課題解決の活動が重要であることを
教員が十分理解した上で実践を積み
重ねられるよう、各学校への指導・
助言のみならず、学校間での課題意
識に基づく情報共有の場を設けてい
る。今年度は、地域コーディネーター
の活用を取り上げ、小学校、中学校
の教員が共に、西東京ふるさと探究
学習の充実を図るための手だてにつ
いて情報交換を行った。

自由民主党西東京市議団　中川　清志（なかがわ　きよし）

問　市内で高齢者が増えていく中、
高齢者の見守りについては今以上に
考えていかなければならない課題で
ある。
　高齢者の方々に対して、何か起
きたときに備えて見守りの必要性
を周知するべきだと考えるが、市
の考えは。 
答　一人暮らしの高齢者の方や、高
齢者のご夫婦のみの世帯が安心して
地域で暮らしていくためには、見守
りや支え合いも重要であると考えて
いる。
　様々な生活形態の高齢者の方に対
して、家族による見守りの必要性を
お伝えさせていただくことは重要で
あり、見守りサービスに関するチラ
シを作成するなど、わかりやすくご
案内する対応を検討していく。

意見　前向きな答弁を評価する。高
齢者の皆様が市から受け取る文書、
例えば「検診のお知らせ」にチラシ
を同封すれば、多くの方々に案内が
できるので、この場を借りて要望す
る。引き続き啓発を進めてもらいたい。

その他の質問
◇物価高騰について
◇多文化共生について
◇小中学校の教育について

高齢者の見守り　さらなる施策の充実を！
本市の今後の取組に期待する！

自由民主党西東京市議団　とみなが　ゆうじ

問　ＡＩ技術は急速に普及しており、
全国の自治体でも様々な分野で活
用が進んでいる。適切に取り入れる
ことは業務効率化や職員の負担軽減
につながる。西東京市の導入状況を
伺う。また、情報管理や著作権など
留意すべき点も多くある。本市では、
職員が利用するに当たりガイドライ
ンを作成しているのか。
答　本市ではシステムの更新に合わ
せ、生成ＡＩを追加機能として導入す
る予定だ。昨年８月から庁内での試
行運用を開始しており、現在アイデ
ア出しや文書案の作成など庁内業務
の様々な場面で活用を進めている。 
安全かつ適切に生成ＡＩを利用でき
るよう、情報管理や利用時の注意
点等を定めたガイドラインを作成し、
庁内周知を図っている。

問　田無三中の建て替えにおける教
育的視点からの新しい学校づくりや、
地域性や地域の特徴を生かしたまち
づくり周辺課題について見解を伺う。
答　中学３年間は子どもたちにとっ
て重要な時期になる。校庭の利用や
安全性の確保など教育活動への影響
も考慮し、近隣での代替施設の確保
や、保護者や子どもたちへの情報提
供など、可能な限り配慮しながら取
り組む。

ＡＩの導入状況、ガイドラインは？
田無三中の建て替えでの教育的視点を伺う

自由民主党西東京市議団　坂井　かずひこ（さかい　かずひこ）

問　喫煙についての市の考えは。
答　喫煙や受動喫煙は、がんや循環
器疾患等の生活習慣病の大きなリス
クとなる。健康への影響について普
及啓発を行うほか、禁煙を希望する
方に対し、禁煙方法や禁煙外来の情
報提供を行っている。
問　駅周辺へのコンテナ型等の喫煙
所設置について、設置可能な場所は
見つかったのか。
答　完全分煙施設の設置に向け、現
在も引き続き調整を行っている。
問　歩きタバコ、自転車に乗りなが
らの喫煙は危険だ。市内全域で防ぐ
ための周知啓発についての考えは。
答　受動喫煙防止の観点から非喫
煙者への配慮や「人通りの多い場所
での喫煙はやめましょう」「歩きたば
こはやめましょう」といった喫煙マ
ナーの向上に関する周知を市ホーム

ページで行うほか、路上喫煙防止地
区外でも道路上に蛍光色の路面シー
ルを貼るなどしている。

学校のトイレ環境について
問　学校トイレの環境改善に予算を
つけてほしい。市長の考えは。
答　各学校を訪問する中で、子ども
たちの声として聞いている。限られ
た財源の中でどう対応できるのか考
えていきたい。

喫煙について市の考えを問う
歩きタバコを市内全域で防ぐための啓発を

無所属　田村　ひろゆき（たむら　ひろゆき）

シビックプライド＊・市民力
問　市民が誇りと愛着を持てるまち
づくりの方針は。全国１位となったト
イレカーのクラウドファンディングで
示された市民力を今後どのように市
政へ生かしていくのか。
答　市民や団体、民間と連携し、本
市の魅力向上に取り組む。寄附は高
い参画意欲の表れと受け止め、今後
の施策に生かす。

学校施設個別施設計画
問　建築費高騰や入札不調、設備老
朽化を踏まえ、建て替えスケジュー
ルや事業費の見直しを行うべき。
答　課題を踏まえ、適正規模 ・適
正配置に関する基本方針の見直しと
併せ、費用・期間を総合的に検討する。
問　渋谷区のようなコンストラクショ
ン・マネジメント方式＊導入もリスク
対策として有効では。

答　事例を調査し、検証を進める。
意見　建て替え専門部署の創設も検
討していただきたい。

補助金の考え方
問　新たに策定する補助金に関する
ガイドラインは補助金削減が目的か、
団体の自立支援か。
答　効果を高めるための適正化が目
的。所管課と連携し助言等を行い、
公益性の高い事業は支援する。

トイレカークラウドファンディング全国１位
歳入・歳出改革で持続可能な西東京市を

自由民主党西東京市議団　山田　忠良（やまだ　ただよし）

▲�坂になっている田無庁舎の入り口

▲�自走式水洗トイレカー

▲�田無第三中学校

西東京ふるさと探究学習に期待すること

令和8年（2026年）2月15日 第113号 4

＊シビックプライド　住民が自分たちの住む地域やコミュニティに対して抱く「誇り」や「愛着」、そして「より良くしていこう」という当事者意識を指す言葉。
＊コンストラクション・マネジメント方式　建設プロジェクトの計画から設計、施工、維持管理に至る全段階で専門家 ( コンストラクションマネージャー ) が発注者の立場に立って、コスト・品質・スケジュールの最適化を目指し、プロジェク
ト全体をマネジメントする手法。



総合経済対策について
問　自治体への支援メニューが幅広
い。地域経済の下支えと活力向上に
つなげていく必要がある。見解は。
答　できるだけ早く市民の皆さまを
支援していく。
保谷小学校前交差点について

問　交通量が多く交通安全は長年の
課題だ。第４次交差点すいすいプラ
ンの進捗は。
答　保谷志木線の田無駅方向に向か
う右折レーンを整備する。
小中学校の校外学習について

問　全国各地で熊の被害が報告され
ている。新たなリスクへの対応は。
答（教育長）　小学校６学年の移動教
室は群馬県の国立赤城青少年交流の
家を利用している。活動プログラム
を変更するなど、安全対策を図る。

南部地域の移動支援について
問　実証運行で利用者から市に寄せ
られている意見は。
答　地域の方々のニーズの高さを感
じている。取組に力を入れる。

住居表示について
問　住所は生活の基盤として重要な
情報の一つだ。同一の地番に複数の
戸建て住宅があり対応できていない。
答　住民票上の方書の部分に補助番
号を付す形で、対応していく。

自由民主党西東京市議団　酒井　ごう一郎（さかい　ごういちろう）

旧ひばりが丘中学校跡地の暫定活用
問　現状と今後のスケジュールは。
答　整備等の費用が数億円。
今後、費用の増加が懸念される。財
政状況を踏まえて、検討が必要。
問　想定額、また暫定活用をしない
場合の維持コストは。
答　整備費約３億 8,100万円、維持
費年約 2,300万円。暫定活用しない
場合、防草シートの５年に一度張替
費用約 9,000万円、雨水溢水対策
約400万円。
問　学校建て替えは延伸する可能性
が高いと考えており、整備費の費用
対効果の検証が必要。
あわせて、雨水溢水対策を、しっか
りと行う必要がある。見解は。
答　暫定活用費用のうち約 8,500万
円は雨水溢水対策工事を想定。近隣
からも対策を行ってほしいとの声が

ある。基本方針への記載を検討する。
西原総合教育施設の今後

意見　「田無第三中学校周辺エリア
構想検討懇談会」で、「地域スポー
ツ活動の場の創出」の意見がある。

『西原総合教育施設』は、耐久年度
が後５年。テニスコートは『西原総
合教育施設』へ設置を進めてほしい。
あわせて様々なスポーツを行ってい
る体育館の建て替えも検討していた
だきたい。

旧ひばりが丘中学校跡地の暫定活用の課題
西原総合教育施設にテニスコート設置へ
西東京市議会公明党　八矢　好美（はちや　よしみ）

中学校とエリア構想
問　中学校を核としたエリア構想策
定と中学校建て替えの進め方は。
答　中学校施設の更新を基本とし、
公共施設の複合化や用途地域の見直
しをする。
問　エリア構想があった上で中学校
をどのように複合化すべきか。現状
はエリア構想がなく建て替えのみが
先行している。
答　エリア全体を俯瞰した視点から
の方向性を検討することも考える。
問　保谷中学校は本町小学校との小
中一貫校としての整備となる可能性
が高い。広い校庭となりスポーツの
拠点など、地域のエリア構想をしっ
かり示すべきである。
答　今後の取組について検討する。
意見　建設費用増大により全体の
スケジュールが遅れる可能性がある。

その間にしっかりとエリア構想を。
問　中学校建て替えは、公共施設の
複合化や小学校機能の在り方、用途
地域見直しなどこれまでにない幅広
い分野になり新たな部署が必要では。
答　組織的な対応も検討する。

書かないワンストップ窓口
意見　市民課窓口の混雑が激しく、
待ち時間がかなりかかっている。
　早急に窓口体制の改善を。

エリア構想をしっかり示し公共施設複合化を
混雑激しい市役所窓口の改善を早急に‼

自由民主党西東京市議団　稲垣　裕二（いながき　ゆうじ）

▲本町小学校

問　新型コロナウイルス感染症の状
況やワクチン接種状況を伺う。
答　コロナ感染症は減少傾向にある
が、インフルエンザの流行が警報基
準に達している。ワクチン接種は西
東京市医師会と緊密に連携し、情報
提供とともに進めていく。
意見　新型のインフルが流行中のよ
うだ。適切なワクチン接種を望む。
問　「人生ノート」の作成状況等は。
答　市民と意見交換しながら作成し
た。高齢者がノートに必要事項を書
き込むことで、人生の最終段階で大
切にしたいこと、望む生き方につい
てご家族と話し合う大切さなどを丁
寧に案内していく。
意見　高齢化が進んでいる。市と
してはいろいろな状況を想定し市民
ニーズに応えられるよう願う。

問　高市総理の所信表明にもあった
「新しい地域医療構想」に対応した
市の参画状況と見解を伺う。
答　市としては「地域医療構想調整
会議」に担当課長が出席している。
85歳以上の高齢者の増加や２０４０
年問題とその先を見据え地域包括ケ
アシステムの深化、推進を目指す中
で地域の医療資源との連携を目指す。
意見　人生ノート同様、早期の準備
対応を願う。

新型コロナ感染症等の状況、人生ノートに
ついて、地域医療について他

自由民主党西東京市議団　小林　たつや（こばやし　たつや）

▲�市が発行している「私の人生ノート」

問　下保谷四丁目特別緑地保全地区
の高木林ゾーンの環境整備を目的と
してクラウドファンディングを行って
いるが、他自治体の事例を見ても同
様のケースの場合、目標額に到達で
きない結果となっていることが多い。
企業版ふるさと納税を検討すべき。
答　企業版ふるさと納税制度は下保
谷四丁目特別緑地保全地区の取組
に関しても活用が可能と考えている。
ただし、１回当たり10万円以上の寄
附が対象であること、本社の所在地
が西東京市以外であることなど、い
くつか制約がある。
意見　制約はこの場合さほど問題に
ならない。検討を進めてほしい。
問　子どもの睡眠障害については、
昨年も取り上げた。今年度、西東京
市では多摩北部医療センターと「健
康」応援都市パートナーシップ包括

連携協定を締結したと聞いた。多摩
北部医療センターと連携した取組が
できないか、見解を聞く。
答　先進自治体の例について引き続
き調査研究を進めるとともに、医師
会とも情報交換を進めていく。
意見　脳という臓器にとって睡眠は
栄養であり薬で、他のものには代え
難いということをわかってほしい。

下保谷四丁目特別緑地保全地区の保全に
企業版ふるさと納税制度の活用を

自由民主党西東京市議団　保谷　なおみ（ほうや　なおみ）

問　まちづくりへの若者参画の仕組
みの構築や若者の居場所の確保を求
めてきた。検討状況を伺う。
答　若者の継続的な参画や若者の声
を反映する視点で全庁的に活用でき
る仕組みを検討する。また居場所の
創設についても検討する。
問　保谷庁舎敷地活用事業者が決定
された。今後、敷地全体のにぎわい
を創出するため公民連携の仕組みが
必要。進め方について伺う。
答　連携強化、手法など検討する。
問　認知症施策ユマニチュードの導
入に向け、ユマニチュード学会との
連携体制の在り方について伺う。
答　ユマニチュードのような専門的
な知見を生かし、計画的に事業を進
めるため、連携体制を検討する。
意見　早期に協定を結び、具体的な
取組を進めるべき。

問　大人の発達障がいの方の活動場
所、居場所について、当事者同士が
支え合うピアサポート＊の視点を持っ
て拡充すべきと考える。
答　当事者同士で話ができる環境な
どは重要。今後ピアサポートの視点
から検討する。

その他の質問　　
◇学校複合化における相談機能の在
り方についてなど　

若者参画による持続可能なまちづくり　　　
―若者の声を施策に反映する仕組みの構築―
西東京市議会公明党　田代　伸之（たしろ　のぶゆき）

▲�若者ミーティングの様子 ▲�旧ひばりが丘中学校跡地

物価高対策を早急に実施せよ！

▲�クラウドファンディングを行ってい
た下保谷四丁目特別緑地保全地区

令和8年（2026年）2月15日第113号5

　＊ピアサポート　同じような経験や境遇を持つ人同士が、互いに支え合い、助け合う活動。



　シルバー人材センターの正副会長が新年のご挨拶にいらっしゃいました。
　新年のご挨拶と合わせ、毎号議会だよりを全戸配布していただいていること
に対し、感謝の気持ちを西東京市議会を代表してお伝えしました。
　議会だよりがみなさまのお手元に届いているのは、シルバー人材センターの
ご協力があってこそです。
　これからもどうぞよろしくお願いします。

▲�シルバー人材センター正副会長と佐藤議長との歓談

議長公務

問　平和教育は人権教育。いじめ根
絶の視点から、学校における平和教
育の現状や在り方、不登校児の学び
の場の確保、心の小さなＳＯＳの早
期発見への対応について問う。
答　社会科・道徳の内容を基に人権
的にも理解を深めるよう指導。いじ
め防止への自発的な行動につなげる
共通意識の醸成ができるよう、平和
教育の実施を指導助言していく。不
登校児には、専門職（ＳＣ＊／ＳＳＷ＊等）
の活用や関係機関との連携で、自分
に合った学び方や進路選択を支援し
ていく。学校の校内委員会での柔軟
な対応で方策を立て、不登校未然防
止や早期支援に努める。
問　社会・道徳等に限らず、あらゆ
る授業で平和教育・人権教育を推進
していく体制づくりを求める。

答　平和教育や、いじめ防止に向け
た取組の根幹にあるものは、人権
教育であり、命の大切さを知ること。
学校と教育委員会が共有し、一層の
連携強化を図ってまいりたい。
問　加齢性難聴のフレイル予防環境
整備を求めてきた。進捗を問う。
答　西東京市医師会の協力の下、検
討会議にて補聴器の継続使用や社
会参加が重要との共通認識を確認。
分析等を踏まえ、在り方を検討する。

平和教育と人権教育を再構築し、いじめを
しない・許さない学校文化を作り上げよう！

西東京市議会公明党　藤田　美智子（ふじた　みちこ）

問　住居確保のセーフティネットとし
て、旧雇用促進住宅の賃貸条件の変
更に、事業者と協議して適切な対策
を講じるべき。市の見解は。
答　個々の状況に合わせた支援を検
討したい。
問　都市計画道路３・４・24号線の
田無駅南口交通広場と街路部分の進
捗状況と今後の予定を問う。
答　田無駅南口交通広場は、令和７ 
年11月末時点の事業用地取得率は
93.7％、未取得用地２件のうち１件
は今年度中の契約締結を見込んでお
り、１件は10月29日に東京都収用
委員会に土地収用法による裁決申
請及び明渡し裁決の申立てを行った。
街路部分は事業認可申請を行ってお
り、令和８年１月に事業認可の取得
を予定。事業認可取得後、速やかに
用地補償説明会を開催する。

問　物価高騰により、市民生活に大
きな影響が出ている。補正予算で早
期に対策を講じるべき。
答　国から可能な限り令和 7 年中で
の予算化の検討を要請されているが、
検討には一定の時間が必要。できる
だけ早く市民の皆様を支援したい。
意見　スピード感と広く市民に恩恵
が行き渡ることを軸に、事務経費が
少ない方策を検討すべき。

市南部地域のまちづくりと
全市民への早期の物価高騰支援

西東京市議会公明党　大林　光昭（おおばやし　みつあき）

ひきこもり支援について
問　ひきこもりの方の社会参加に向
けた受皿づくりの現状は。
答　地域全体で当事者と家族を支援
するネットワークづくりを目的に、
地域活動団体との情報交換会を開催
した。
問　ひきこもり当事者の外出支援や
アウトリーチを担う市民サポーター
制度を構築できないか。
答　ほっとネット推進員や民生児童
委員など既存の仕組みも活用し、ひ
きこもりへの理解を促進する。
タクシーを活用した実証運行

問　地元の肌感覚として、まだまだ
広がりに欠ける。今後の方向性は。
答　認知度アンケート調査を行う中
で地域の意見や要望を確認していく。

学校トイレと施設の修繕
問　Ｐ保連＊のアンケート調査で、子

どもたちから「トイレの扉がなく、廊
下から丸見え」「安心して用が足せな
い」などプライバシーへの不安が寄
せられている。早急な対応を。
答　袖壁やのれんで目隠ししてきた
が、学校等の要望を踏まえ対応する。
問　学校施設の劣化は深刻。修繕や
緊急対応の費用を優先的に確保せよ。
答　予算編成の過程で状況を把握し、
事業全体での優先順位を判断する。

老朽化する学校施設の修繕にもっと予算を
トイレのプライバシー対策は喫緊の課題！

生活者ネットワーク　かとう　涼子（かとう　りょうこ）

▲�実証運行車両のりば
　(田無駅北口 )

問　市所有井戸の５か所から指針値
を超えるＰＦＡＳが検出された。市は
どのように受け止めているか。
答　指針値の超過の有無にかかわら
ず正確な情報を市民と共有し、都と
協力して実施する地下水概況調査と
併せて確認することにより、本市全
域の地下水の状況把握に一定の意義
があると捉えている。
問　指針値を超えた井戸に浄水器を
設置しないのか。
答　災害時の生活用水として利用を
想定しているので、現時点で浄水器
の設置を行う予定はない。
問　今後も継続して調査を行うこと
を要望するが、行う予定か。
答　国や都、専門事業者等と連携し
ながら対応を検討していく。
問　採水できなかった井戸は。
答　井戸の廃止も含め、対応につい

て検討する。
問　ＬＧＢＴ理解増進法に基づいた
市の施策の取組状況を確認する。
答　市職員への研修は新規採用職
員向けにＬＧＢＴＱへの理解促進研
修を実施。市民向けには、ＬＧＢＴ
Ｑに関するパンフレットを作成し配
布している。昨年度に市内中学校に
おいて性の多様性を取り上げた人権
教育出張授業を実施した。

市所有井戸のＰＦＡＳ調査は継続を求める！
震災用井戸の適切な維持管理を求める！
生活者ネットワーク　後藤　ゆう子（ごとう　ゆうこ）

◀��西東京市の
　LGBTQ
　リーフレット

▲田無駅南口

令和8年（2026年）2月15日 第113号 6

　＊ SC（スクールカウンセラー）　子どもへのカウンセリングや、子どもへの対応について教職員や保護者の方に専門的な助言・援助を行う心理の専門家のこと。
＊ SSW（スクールソーシャルワーカー）　不登校やヤングケアラー等、子どもが抱える様々な課題を解決に導くため、教育と福祉をつなぐ援助を行う人のこと。
＊ P 保連　西東京市立小中学校ＰＴＡ保護者の会連絡会の略。市内小中学校の保護者代表が集まる会。

議会防災訓練を行いました
シルバー人材センターのみなさま

毎号議会だよりを全戸配布いただきありがとうございます開催　令和 8 年 1 月23日㈮

　地震災害発生時の初動対応訓練とし
て、議会災害対策支援本部の開設・運営
の検証を行い、市議会議員の初動対応強
化及び対応能力の強化を図るため、議会
防災訓練を行いました。
●各議員安否確認等における通信訓練
●議会災害対策支援本部の運営訓練

議員の安否確認、災害情
報の収集・提供、市本部と
の情報共有を行います。

自分の居場所を報告し、
連絡体制を確立します。
また、情報収集・共有、救
援活動、被災者への相談・
助言に協力します。

市本部

市民
報告

報告

広報
情報収集

協力・相談・助言

情報提供

情報提供 情報収集

市議会と市の災害対策本部の関係

議会本部

議会 NEWS

議員



予算特別委員会の審査から

令和７年度補正予算 質疑の一部を紹介します。詳細は後日、会議録に掲載されます。公開予定は８面をご覧ください。

企画総務委員会 文教厚生委員会 建設環境委員会

問　今回の条例改正により、行政事務
や市民にとって何が変わるのか。
答　行政事務としては、より効率的な

手続の運用が想定される。一方で、プライバシー
への配慮が重要になる。法令とデジタル庁の運
用方針に沿って慎重な対応を行う。市民にとっ
てはインターネット上で公示情報を確認でき、利
便性が生じる。

賛成多数で可決

市税条例の一部を改正する条例 手数料条例の一部を改正する条例
インターネット上で公示情報を

確認できるようになります

　公示送達＊の際、インターネット上で
も公示を行うことができるようにする。

動画視聴はここから!
〈委員会中継QRコード〉
（会議録が作成されると視聴は終了します）

３つの分野に分かれて、議案や請願・陳情等を詳細に審査しています。質疑の一部を紹介します。
全文は後日、会議録に掲載されます。公開予定は８面をご覧ください。

　東京都人事委員会勧告を踏まえ、給
料表等を改定する。

問　初任給の引上げが採用に与えた影
響は。
答　令和６年度と７年度を比較して、西

東京市は一般事務応募者が493人 から 712人に
増加しており、一定の効果があったと考えている。

一般職の職員の給与に関する条例の一部を改
正する条例　ほか１件
職員の給与が変わります

賛成全員で可決

　ひばりアムテニスコートの開場時間
を、６月から８月までの期間に限り、
午後７時まで延長する。

問　近隣住民の意見は。
答　早朝の利用開始は止めてほしいと
の声を受け、夕方を２時間延長した。

問　時間延長に伴う安全確保策は。
答　グラウンドに常駐している管理人が、テニ
スコートの管理運営も行う方向で調整中。

スポーツ施設条例の一部を改正する条例
テニスコートの利用時間を２時間延長

賛成全員で可決 賛成全員で可決

　2050年の脱炭素化に向けて建築
基準法が改正され、既存建築物の基準
緩和や防耐火性能規定が追加されたこ

とに伴う一部改正。

建築物における木材の利用促進へ

問　今回の改正は、木材の利用促進
にどう繋がるのか。
答　既存の建築物の制限緩和により、

大規模の修繕や模様替えが進んでいく中で、木
材を利用していただく。

賛成多数で可決

　市立公園管理にて指定管理者を公募
し、応募のあった２団体から選定を行っ
た。指定管理者候補選定委員会の審

査を経て１団体を指定管理者候補とした。

市立公園の指定管理者の指定
新しい指定管理者を選定しました

問　市直営ではなく、指定管理者を導
入して市立公園を管理運営するメリッ
トは。

答　民間のノウハウを生かした自主事業の展
開、市民協働活動の中間支援の実施が挙げら
れる。

問　事業者の安全性の担保は。
答　都の認定を受けた事業者が補助
対象となる。

問　事業の重要性をどう考えるか。
答　利用者ニーズに応えるための手法であ
り、事業を開始すればそれなりの利用が見込
まれる。

東京都「ベビーシッター利用支援事業」の
導入に関する陳情

賛成全員で採択

執行部より
意見

　「第３期子ども・若者ワイワイプラン」
の中で、多様な保育ニーズへの対応と
して、保護者の就労形態の多様化など

に配慮し、ベビーシッター制度を利用した保護
者への一部助成を検討するとしている。

マイナンバーカード交付端末の増設等
増額　1億573万8, 000円

 一般会計（第８号）

問　マイナンバーカードの電子証明書の更新等
で窓口が大変混雑している。どう改善するのか。
答　マイナンバーカード交付端末を３台から６
台に増設する。職員も最大６名体制とし、手続
に要する時間の縮減、待ち時間の短縮を目指す。

主な補正内容

結果 賛成全員で可決

東京都人事委員会勧告の趣旨を踏まえた給与
改定等

増額　２億3, 500万円

 一般会計（第９号）

問　今回の給与改定等の来年度の予算編成へ
の影響は。
答　給与改定をした部分は、来年度の予算編成
にも影響がある。来年度の交付税で一定程度
考慮されると考えており、引き続き、国の地方
財政計画等の情報を注視する。

主な質疑 職員の給与・手当を改定
予算編成への影響は

主な補正内容

結果 賛成全員で可決

物価高騰の影響を受けている市民生活を支援
するための生活応援カードの配布等

増額　21億838万1,000円

 一般会計（第10号）

問　現金給付ではなく、カード配布を選んだ理
由は。
答　経費を抑えつつ、できる限り迅速な支援、
また、広く市民の皆様が実感できる支援を行
い、市内経済の活性化と循環に寄与すること
を重視した。

主な質疑 カード配布の選定理由は

主な補正内容

結果 賛成多数で可決

主な質疑 交付端末を増設して、
待ち時間縮減へ

常任委員会の審査から

令和8年（2026年）2月15日第113号7

＊公示送達　相手の居所が不明な際、市役所の掲示場に書類を預かっている旨を貼り出すことで、法的に通知が届いたとみなす制度。



賛否が分かれた
議案の結果
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令和７年度　補正予算
一般会計（第 10号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ 可決
条例改正
後期高齢者医療に関する条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○

可決
市税条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○
その他
市立公園の指定管理者の指定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ 可決

※1　議長　佐藤　公男は採決に加わりません。

　　議案と結果 ○：賛成　×：反対

※ 1

全会一致の議案等
件　名 結果

令和７年度　補正予算

一般会計（第８号）
可決

一般会計（第９号）

条例改正

手数料条例の一部を改正する条例

可決

印鑑条例の一部を改正する条例
特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定める条例
の一部を改正する条例
家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する
条例
乳児等通園支援事業の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正す
る条例
放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改
正する条例
スポーツ施設条例の一部を改正する条例

市立公園条例の一部を改正する条例
西東京市議会議員及び西東京市長の選挙における選挙運動の公費負担に関する
条例の一部を改正する条例
一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例

一般職の任期付職員の採用及び給与の特例に関する条例の一部を改正する条例

その他

東伏見コミュニティセンターの指定管理者の指定について

可決市道路線の認定について（７件）

市道路線の変更について（２件）

農業委員会委員の任命につき同意を求めることについて（19件） 同意
議員提出議案　アスベスト含有建設資材事前調査・除去（養生）・処分費用の
補助を求める意見書 可決

定例会のお知らせ
■�第１回定例会は２月26日(木)から開催予定
■���請願・陳情の提出
　�　随時受け付けていますが、第１回定例会中に審査を行

うためには、次の日程までに提出をお願いします。
　▶請願　 ２月24日（火）まで
　▶陳情　 ２月18日（水）まで
　※�変更がある場合は、ホームページでお知らせします。

■�議員の離職
　�鈴木ゆうま氏は、去る２月８日執行の衆議院議員選挙の立候補の届け出により、市議会
議員の職を辞されました。（１月27日付）

令和７年　第４回定例会・第３回臨時会

【会議録の公開予定】
会議名 冊　子 ホーム

ページ

・本会議
・市内図書館
・�情報公開コーナー
・議会図書室

２月中旬 ２月下旬

・常任委員会
・�議会運営委員会
・予算特別委員会

・�情報公開コーナー
・議会図書室 3月下旬 3月下旬

陳情の結果

○�国民健康保険料をこれ以上引き上げないよう
強く求める陳情� （文教厚生）

○�国民健康保険料の18歳以下に対する均等割
の軽減・免除を求める陳情� （文教厚生）

継続審査

（　）は付託委員会

○�東京都「ベビーシッター利用支援事業」の導
入に関する陳情＊１� （文教厚生）

○�東京都「ベビーシッター利用支援事業」の導
入に関する陳情＊2� （文教厚生）

○�訪問介護事業者への支援及び国への意見書
提出を求める陳情� （文教厚生）

採択

○自殺未遂者対策に関する陳情� （文教厚生）
○�建築物石綿含有建材事前調査・除去・処分

費用の住民負担を軽減させるための助成制
度の創設を求める陳情� （建設環境）

不採択

＊１　令和７年８月20日受理　
＊２　令和７年11月17日受理

その他のお知らせ

編集／広報委員会　発行／西東京市議会
■お問合せ
議会だよりについて 議会事務局庶務調査係 ☎042-460-9860
傍聴等について　　 議会事務局議事係　　 ☎042-460-9861

https://www.city.nishitokyo.lg.jp/sigikai/index.html
gikai@city.nishitokyo.lg.jp

■市議会ホームページ

〒188-8666 西東京市南町5-6-13
※QRコードは（株）デンソーウェーブの商標登録です

「声の市議会だより」（デイジー版・CD版）
をお届けしています

お知り合いの方でご希望の方がいらっしゃいましたら、
谷戸図書館（☎042-421-4545）へお問合せください。
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